
 

   令和７年８月号 
 

暑中お見舞い申し上げます 

公民館だより８月号をお届けします。      

＜第１回青空教室：バルーンアート教室＞         ７月５日（土）開催 
 

 

 

   

  

 

 

 

 

 
 

 

 

＜第２回生涯学習講座：俳句を楽しむ会＞      ７月９日（水）開催 
 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

  
 

 

      ☆８・９月の予定☆ 

◎ 第３回生涯学習講座：「俳句を楽しむ会＝弐水会」 講師＝伊㔟 聰さん ｛８月１３日｝ 

◎ 第２回青空教室：「環境学習とビーズストラップ作り」 講師＝環境衛生センター職員 ｛９月１３日｝ 

◎ 第４回生涯学習講座：「俳句を楽しむ会＝弐水会」 講師＝伊㔟 聰さん ｛９月１０日｝ 

＜館長からのメッセージ＞ 

 【自分の存在理由について】 

私の人生が半分以上過ぎた今、あと数十年後にはこの世にはいないかもしれません。自分がいなくなっても 

世の中は何事もなかったように過ぎていくことでしょう。さらに時間が過ぎれば、自分がいたことさえ忘れ去られる 

かも知れません。だからこそ、過去を悔やんだり先を悩んだりすることはやめましょう。他人と比較せず、今まで 

一生懸命生きてきた自分を信じて、今日１日を大切にして生きること。 

答えを探すよりも自分の心が何かを感じ取ることが一番大事・・・。  そんなことを考えてみました。 

 
網津公民館 ☎0964-25-0500（月～土の午前中） 

第 1回子供地域活動「バルーンアート教室」は７月５日（土）１０

時より網津公民館大会議室で行いました。子供１０名、保護者４名、

の計１４名が参加しました。講師は松村有里先生。 

松村先生の指導のもと作ったのは、タコ。「ピンクのタコ」「赤いタ

コ」「カラフルなタコ」の３種類から好きなものを選び、材料の風船を

選択します。その風船を３回程度伸縮させ専用空気入れ（ハンディポ

ンプ）で空気を入れ、取り入れ口を結んでパーツを作ります。 

頭・目玉２つ・足８本の風船を膨らませ、パーツを組み合わせてタ

コの完成。松村先生は懇切丁寧に指導され「子供たちの自由なバルー

ン色の組み合わせにはいつも驚かされる」との評を受けました。また、

先に完成させた高学年の児童が低学年の児童の手助けをする微笑まし

い光景も見受けられました。その後、にこちゃんリュックバルーンを

作り、予定時間を１５分オーバーして講座を終了しました。 

子供たちからは「本当に楽しかった。またやりたい。」保護者の方か

らは「楽しい。毎月でもやってほしい」との声が寄せられました。 

 松村先生、ご指導ありがとうございました。 

第２回生涯学習講座「俳句を楽しむ会」は７月９日（水）７名の

参加者を得て行ないました。公民館長挨拶の後、講師伊㔟聰さんよ

り、今回の応募作品１７句の紹介があり参加者の創作心情を聞き評

し合いました。 

そして、自分の「俳号」の披露があり、今後この「俳号」で投句

をすることに決定しました。 

俳号は次の通り「ジンベエ」「エルビス」「エーデル」「ニャン吉」

「侘助」「梅林」「宏昭」 

主要応募作品は以下の通り。 

１．夏の夕 形見の時計 よみがえる（ニャン吉）         

 ２．大賀蓮 古代の香り 振りまいて（エルビス） 

３. 暑すぎる 夏なつなつだー 冷奴（ジンベエ）       

  ４. あら早し 田植え終わりし 半夏生（侘助） 

来月の兼題は「かき氷」「風鈴」「夕涼み」「盆踊り」です。 

俳句を楽しむ会では会員を募集中。興味のある方は公民館まで！ 


